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日本人1人あたり年間約26個―

「クロネコヤマトの宅急便」で知られ

るヤマト運輸は、宅配便および関連

サービスにより、消費者のライフスタイ

ルに新しい価値を提供している。

「宅急便」では荷主が「頼んだ荷物

が今どこにあるか」を検索できる「荷

物お問い合わせシステム」が好評だ

が、それを実現しているのがセール

スドライバーの持ち歩くモバイル機器

である。ハンディーターミナルで読み

取った荷物情報を、Bluetooth で接

続された携帯電話（KDDI）を通じて

蓄積。この情報は、荷物の実際の動

きにつれてリアルタイムに更新され、

「荷物お問い合せシステム」をはじめ

とする数々のきめ細かなサービスの

実現に役立っている。

海外展開はまず人材育成
システムには各国事情も

日本ならではのきめ細かいサービ

スともいえる宅急便が、2010年1月か

らシンガポール・上海、同年2月から

香港、2011年9月にマレーシアとアジ

ア4カ国3地域で展開されはじめた。

を選択した（上海では「MC70」）。

アジアの宅配便の動きが
日本で一元管理される

セールスドライバーが現場で入力し

た配達報告などのデータは、各国の

携帯電話事業者を経由して日本のサ

ーバーで一元管理される。「朝の7時

ころには昨日の各国の宅急便個数や

単価など経営情報が把握できます」

と野口氏。このスピードは高く評価

されるべきものである。

また、ネットワークの共有化によりス

マートフォンのマスターデータの更新

や新商品のプログラム追加などを日

本から夜間に配信・更新することが

可能になっている。

こうした共通化により、開発の効率

化と低コスト化を実現。サービスイン

が1番目のシンガポールと3番目の香

港では開発期間が3分の1近くにな

るなど、短縮化が図られた。サービ

ス地域（国）はさらに拡大予定という。

野口氏は、「システム提案にはお客

様のメリットの視点が欠かせません

が、電子マネーへの対応など、最新

技術動向を把握している情報システ

ム部門だからこそ企画できるサービ

スもあります。こうした点でも積極的

に提案していきたい」と今後の意気

込みを話した。

アジアへの取り組みは長期経営計画

「DAN－TOTSU 経営計画2019」で

も明確に打ち出されている。まだ「宅

配文化」のないアジアで、日本で培っ

たノウハウを元に市場開拓を図って

いる。

「アジア展開にあたっては全国の社

員が現地に向かい人材育成に力を入

れています。ただ人材育成は日本標

準で行えるものの、システムについて

は各国の法規制や制約もあって、一

律に展開できない現実がありました」

ヤマトホールディングスのIT戦略

担当マネージャー野口修一氏はこの

ように話す。日本と同じ端末・同じア

プリで同じサービスを提供する「TA-

Q-BIN」システムを理想としつつ、各

国事情に即した対応も求められた。

その一つが日本のように携帯電話

のエリアを把握できる情報がないこ

とだ。現地を実際に車で走り調査を

行った。また、ハンディーターミナルは

日本と同レベルの物がなかった。各

国で調達でき防水性・堅牢性、バー

コードリーダー機能の条件を満たす
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る約50の事業群を持つヤマトグループ
の持株会社
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活用分野
宅配サービスの海外事業に
おけるシステム展開
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図　アジアで展開されている「TA-Q-BIN」システム
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